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本年度は、3 つのプロジェクトにおいて進展が見られた。セラストラマイシン結合タンパク質(mTOC)

の結合タンパク質の解析では、mTOC タンパク質をリガンドとした共免疫沈降およびプルダウンアッ

セイを行った。回収されたタンパク質は電気泳動・CBB 染色により分析後、バンドを切り出し、プロ

テアーゼを用いてゲル内消化を行い、質量分析によりペプチドフラグメントの配列解析を行った。得ら

れたアミノ酸配列情報から目的タンパク質の同定を行った。同定できたタンパク質については、mTOC

結合の特異性と実験の再現性の確認を行っている。 

可溶型 EphrinA1 が生成する分子機構を明らかにするための研究では、大腸菌で発現・精製した

EphrinA1を用いて可溶性 EphrinA1を再構成させる実験を行った。質量分析による解析から、可溶型

EphrinA1の生成機構について明らかにすることができた。 

転移前土壌形成に関わる新規タンパク質の研究では、腫瘍細胞を移植したマウスの転移前フェーズに

おける臓器等からタンパク質を得た後、正常マウスと比較して、転移前フェーズにおいてタンパク質レ

ベルで変化する分子について、質量分析の手法で同定を行った。得られた結果については現在解析中で

ある。 
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